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　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｉ　　は　じ　め　に
　筆者らは，爪形山の東南麓に位置する高知県高岡郡仁淀村泉および大植地区を中心とする地域を
調査した．
　爪形山（標高1459.4m)は，四国カルスト自然公園の東端に位置し，それは西方に天狗高原・地
芳峠を経て愛媛県大野ヶ原につづいている．爪形山は，現在日鉄鉱業によって，昭和46年１月より
月産60万トン（当初30万トン）の目標で，石灰岩の開発計画が着々と進められている．
　本調査地域に関する従来の資料としては，鈴木達夫(1933)の７万５千分の１須崎図幅や，礒見
博(1959)の20万分の１高知図幅，甲藤次郎ほか(1960)の20万分の１高知県地質鉱産図，平田茂
留(1961)などがあるが，本地域の詳しい層序・構造についての既往の報告はない．化石について
は，平田茂留(1958)による化石産地についての簡単な報告がある．
　筆者の一人甲藤は，高知県須崎耕地事務所の依頼により，昭和42年度および43年度に，泉および
大植地区の地辻り調査を行なった．その際本地域の基盤岩類の構成に疑問をいだき，本年４月高知
大学に着任した波田とともに，本報告をまとめたものである．
　最後に，甲藤け本調査の機会を与えられた須崎耕地事務所の方々に厚く御礼申し上げる．また波
田は，本研究に着手するに当り，大阪市立大学の市川浩一郎教授から種々の御教示を賜り，また日
鉄鉱業株式会社の境野泰治；小川敬三の両氏には調査にあたって種々の便宜をはかって頂いた．こ
れらの方々に，ここに厚く謝意を表する．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｎ　　地　質　概　説
　西南日本外帯は，地質構造上，北より三波川帯・秩父累帯・四万十帯にわけられるが，秩父累帯
はさらに層相・構造上の特徴から，北・中・南の３帯に分けられている（石井ら, 1955).
　表題の調査地域は，秩父累帯の中・北帯に位置している．本地域には，黒瀬川構造帯構成メンバ
ー・上部古生界・中生界また上部古生界の準片岩化した部分が断片的に存在して，複姉な地質状態
を示している．
　泉地区（第２図）および大植地区（第３図）の位置関係は，第１図に示すか，以下これらの各地
区地質図に従って本地域の地質を概説する．なお爪形山東麓地域は，調査当時，石灰岩開発のため
の道路を建設中であり，危険で立入る事が出来なかった．従って調査が行き届いておらず，地質図
においても岩相区分はされていない．
　イ．北帯のペルム系中部統・白木谷層群
　爪形山の厚い石灰岩を含む地層は，白木谷層群土佐山累層に含められている（甲藤ら, 1960).
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本地域の白木谷層群は，その分布地域の南録部にあたり，超塩基性岩類を伴う断層で南側の弱変成
および非変成の古生層と接している．
　一般走向は東北東で，全体として北方に約45°の傾斜をもつ単斜構造をなしている．本地域の白
木谷層群は，鳥形山にみられるような厚い石灰岩や，泉部落に分布するそれと同時異相とみられる
塩基性火山岩類を主体とし，その他に，最下位の砂岩・泥岩互層や，塩基性火山岩と互層する泥質
準片岩や磯岩などの砕屑岩類をはさんでいる．
　なお本層群は，石神峠を通る超塩基性岩類によって層序が中断されているが，より北部の調査は
まだ行なっていない．また街縁部は，黒瀬川構造帯の影響で準片岩化しており，石灰岩も結晶質と
なっている．
　化石は‥鴎形山南方より平田(1958)により
　　ＮｅｏｓｃＫ･ｗａｇｅｒｉｎａｃｒａtic･ｕlifeｒａ（ＳＣＨｗＡＧＥＲ）
が報告されている．
　０．中帯のペルム系中部統・高岡累層
　大植・繊会部落を通る二列の黒瀬川構造帯にはさまれた地域に分布する地層は，岩相上ペルム系
中部統の高岡累層に相当するとみられる．
　中帯は分布範囲の膨縮か著しく，その中に各種の地層が極めて幅のせまい帯状構造をなして，サ
ンドウィッチ状に分布するという特徴をもつか，本地域でもこれを反映して，本累層は東西に狭長
な分布をしている．織会部落北方では，東西にのびた三列の黒瀬川構造帯や超塩基性岩類に断たれ
て，３帯にわかれて分布している.．
　一般に，東西ないし東北東性の走向を示し，40°～80?の北傾斜をもつ単斜構造をなしている．高
岡累層の岩相は，模式地では主として泥岩・砂岩の互層よりなり，塩基性火山岩・チャート・凛
岩・石灰岩を伴っている．大植部落では泥岩勝ちで，砂岩のレンズ状にきれている砂岩・泥岩互層
が主体であり，数層準に厚い砂岩や，層状・レンズ状のチャートをはさんでいる．織会部落北部に
は，塩基性火山岩が多量に分布している．
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　高知県下Rﾆおける知識によれば，高岡累層は，７般に下半は塩基性火山岩，上半は砂岩・泥岩互
層より構成されている．また南縁および北縁に塩基性火山岩が多く，全体として向斜を形成してい
るとみられている．この点から考えると，本地域の高岡累層は，向斜の逆転した北翼の部分に相当
するとみられる．当地域から，化石は発見していない．　　　　　’
　ハ．中帯のペルム系上部統・市ノ瀬層群
　泉部落南方に，東西にのびる二列‘の黒瀬川構造帯および超塩基性岩類に南北両側を断たれて，弱
変成古生層の中に非変成の地層が分布している．その東西両限は，さらに二本の南北性断層で切ら
れている．
　この地層は，一般に東北東性の走向を示し，40°.前後で北斜している．岩相は，緑色凝灰岩およ
び赤色凝灰岩ないしチャートをふくむ点が特徴的で，他に泥岩や塊状砂岩を伴っている．また岩石
は，場所によりある程度じょう乱をうけているが，他の古生界程ではなく，一見中生界を思わせる
部分もある．このような特徴をもつ点などから，本層群はペルム系上部統の市ノ瀬層群に対比され
るのではないかとみている．ただし，同層群に特徴的な凛岩ぱみつかっていないし，化石の証拠は
ない．
　ニ．中帯の弱変成古生層・伊野層
　爪形山南斜面および泉・織会部落間に，黒瀬川構造帯や超塩基性岩類にかこまれて，東西方向に
せまい帯状構造をもって分布する弱変成岩は，岩相上.，伊野層（甲藤・川沢, 1958)に対比される
と考える．
　南北性断層により，扇形山南斜面と，泉・織会部落間の二つの地塊に分かれて分布しているが，
一般走向は西北西で，鳥形山南斜面では中角度で北斜しており，泉・織会部落間の分布地では南斜
している.その西限は，二列の黒瀬川構造帯に南北を斜断されて尖滅している．岩相は,塩基性火山
岩を主体とし，泥岩をはさんでいる．いずれも，場所により程度の差はあるが，準片岩化している．
　泉・織会部落間の分布地では，見掛上，最下位は珪質砂岩および砂岩で，それは泥岩に移化して
いる．その上位には，多量の塩基性火山岩が分布しており，上位程準片岩化か強くなっている．こ
れも，黒瀬川構造帯の形成に際し，準片岩化したものとみられる．本地域から，化石は未発見であ
るが，伊野層の時代はペルム紀であろう．
　ホ．中帯の白亜系
　甲藤ら(1960),によると，織会部落南に領石層とされている地層の小分布かおるが，今回の調査
で，大植部落にも，その西方延長とみられる同様の岩相の地層が存在することが明らかになった．
　それらは，黒瀬川構造帯の三滝火成岩類の南側に分布しているが，黒滝では，三流火成岩類の本
体と小岩体との間にはさまれた形で分布している．なおそれらとの関係については後述する.
II走向は東北東～西北西で，傾斜はよく変化する．岩相は，泥岩勝ちの砂岩・泥岩互層および砂岩
が主体であるが，黒瀬川構造帯付近には，基質は砂質で，篠種はチャート・砂岩・凝灰岩および多
量の酸性火成岩の人頭大からグラニュール級までの円篠からなる著しい篠岩がみられる．大きな偉
には，火成岩が多く，それらはよく円磨されている．
　化石の証拠はないが，岩相から白亜系と推定され，火成岩殊を多量に含む喋岩の特徴から判断す
ると，領石統より若い時代の地層とみられる．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ⅲ　　地　質　構　造
，本地域では，黒瀬川構造帯は，３帯ないし４帯に分かれて並行状に分布している．いずれも三流
火成岩類を主体とする小規模なものであるが，大植部落の列が最も大きく，黒滝北方ではレンズ状
部を形成し，南北巾約600 mで，南側に三流火成岩類，北側に寺野変成岩類が分布している．
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　黒瀬川構造帯は超塩基性岩類を伴っているが．超塩基性岩類は，その他に大規模なものが２列
あり，三流火成岩類の小レンズを伴うものもある．それらの他にも小岩体が点在している．超塩基
性岩類は，三流火成岩類の北半を包むような形で分布していることが多く，その小変位面にそって
不規則に入りこんでいる．泉部落の大きな超塩基性岩類の分布は，地辻り地帯であるためにはっき
りしないが，塩基性深成岩類の転石もみられることから，黒瀬川構造帯を表現しているものとみら
れるので，これを秩父累帯中帯と北帯の境界と考える．また爪形山では，その南斜面を通る三流火
成岩類を伴う列を，その境界とみなしている．
　これらの構造線は，全てスラスト性断層で，一般に60°前後で北斜している．またこれらの東西
性構造をきって，さらに南北性断眉がみられる．泉地区は，その二本の大きな南北性断層にはさま
れた地域で，種々の地厄卜岩類が断片的にサンドウィッチ状に分布し，複雑な地質区域となってい
る．
　　　　　　　　　　　　VI　　三滝火成岩類と白亜系の関係について
　三沌火成岩類は，本地域の黒瀬川構造帯を構成する主要なメンバーであるが，その貫入時期は，
日本列島の地史を解明する上からも，後期古生代地向斜発達史の解明上からも，重要な意味をもっ
ており，･従来より多くの研究かおる．
　黒瀬川構造帯を定義し，その詳細な研究を行なった市川ら(1956)は，総合的な判断のもとに，
その貫入時期を古生代末期とした．校式地の黒瀬川構造帯レンズ状部では，三流火成岩類は，まわ
りの寺野変成岩類と断層関係で，シルル系と断層関係もしくはそれを貫いた形で接している．
　ところが冨田(1957)は，これらの花圈岩類中のジルコンの群色の検討の結果,古期深成岩体（先
カンブリア紀）であることを推定し，しばしば同岩類がシルル系やペルム系を貫いているような露
頭がみつかっていたことから，「再勤岩休」という考えを示した．この考えは，ペルム系中部統小崎
層を同岩類が貫いている事を報告した勘米良(1961)や，同岩類がシルル系に不整合に被われてい
る事がらその貫入時期を先シルル紀とした野田(1961)らにも支持された．さらに市川(1964)は
三流火成岩類が何度か再動したという考えを示し，また野田ら(1965)は九州において上部トリア
ス系カーニアンとされている戸根川山層に同岩類が低温で貫入を行った（再勤）という事実を報告
し，また八代構造帯の火戊岩・変成岩類について詳しい記載を行った松本・勘米良(1964)も冨田
の再勧説を強く支持した．
　その後，早瀬・石坂(1967)によって　Rb－Sｒ法による三流火成岩類の年代測定か行なわれ，
407～434 m･ｙ. の値が出され，早瀬ら(1968)はこれらの測定値が420 m. y.のアイソクロン（等
時線）上.にのる事を報告した．なお，Ｋ－Ａ法によると２～３億年代の値が出されている（河野・
植田, 1966).
　三流大成岩類と黒瀬川構造帯構成メンバー以外の地層との関係は，多くの場合，超塩基性岩を伴
うような大きな構造線でもって接しているが，九州のペルム系中部統小崎層（勘米良, 1961)や，
上部トリアス系戸根川山層（野田, 1965)などのように貫かれている地層も，所々でみつかってい
る．なお浜田(1959)は，高知県においてトリアス紀カーニック中期の砂岩を同岩類が貫いている
としたが，これには否定的な観察が出されている（市川, 1964).従って貫かれている地面として最
も新しいのは，今のところトリアス系上部統である．また各地で，黒瀬川構造帯の形成に伴い，ま
わりのペルム系中～上部統が準片岩化している．さらに三流火成岩類と見られる火成岩磯を含む殊
岩は，四国・九州のペルム系中部統・上部統をはじめ，トリアス系・ユラ系・白亜系にもみられる．
　以上のような観点から，地表下で形成されていた三流火成岩類は，少なくともペルム紀新世に
は，地表に露出していたと考えられている．
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　さて，今回調査地域で観察される三滝火成岩類とまわりの岩石との関係について，ペルム系との
関係は，超塩基性岩類を伴うような黒瀬川構造帯のレンズ状部形成に伴うはっきりした構造線で接
しているので，ここではふれないで，白亜系との関係について述べる．
　大植部落から鳥形山に至る道路の途中に（標高690m),ベルトコンベアーで石灰岩を迎び出すた
めのトンネル(No. 1.横坑）坑ロヘの支道がつけられている．その南北の道路のカッティングで，
次の事が観察できた（写真０．北側を超塩基性岩類にとりかこまれており，圧砕をうけた三流火
成岩類＊が，巾50mにわたって分布するが，それは巾約５ｍの泥岩勝ち砂岩・泥岩互層に中断され
る．さらに南に，巾約５ｍにわたって，ヽもう一岩体の三滝火成岩類が分布する．その南に，レンズ
状確岩を伴う砂岩・泥岩互層がくる．それらの境界は，いずれもN50°Ｅ前後の走向で，50°Ｎに傾
斜する小さなスベリ面で接している．またそのスベリ面は，さらにそれらを切るような小断層で変
位して，階段状の凹凸がみられ．なお同じような関係は，その付近でもよく観察できる．またトン
ネル入口や，本道でのそれらは, N60°Ｅの走向で50～80°Ｎに傾斜する小断層で接している．なお
トンネル入口の砂岩・泥岩互層には，ローモンタイトの細脈が一面に入っている（写真２）．
　以上のように，両者の関係は，他の地域のように，はっきりとした構造線でもって接するのでは
なく，小規模な変位を伴う断層で接しており，それらは後生変形の結果としてとらえることも可能
なくらいのもので，一見すると両者が貫入関係にあるとさえみられる．
　次に大植部落の道路のカッティングでは，三滝火成岩類が，著しい確岩と走向N50°Ｅ，傾斜70°Ｎ
の傾斜をもつ断層で接しているのが観察される（写真3, 4).少し離れた場所でも，やはり両者
が東西性の断層で接しているのが観察できる．この確岩は，地質図にみられるように，三滝火成岩
類を取り囲むように分布しており，その縁辺に特に著しく発達していて，それらから離れるに従っ
て確および確岩は急速に小さくなる．注目されるのは，三流火成岩類中に，大小のゼノリス状に同
様の確岩が取りこまれていることである．ただし詳細に観察すれば，これらの牒岩と三滝火成岩類
は，充てん物に乏しいスペリ面で接しているようでもある（写真５）．さらに近傍の露頭では．ま
だ鏡下の観察を行なっておらず，フィールドでの肉眼観察だけなので不確かであるが，確と確との
間，本来確岩のマトリックスとみられる部分に，花肖岩類が入りこんでいるようで，火成岩確・マ
トリックス・三滝火成岩類の識別が非常に困難である．
　以上の観察から，筆者らは，最初これらの確岩を黒瀬川構造帯を構成するシルル系の確岩と考え，
三流火成岩類が，当時の地表では自食をうけながら，地表下ではシルル系中に再動，貫入したもの
と考えた．ところがこの確岩は，白亜系とした砂岩・泥岩互層へと移化している事がら，一応この
考えを否定せねばならなくなった．ただし筆者らが白亜系と推定している地層からは，化石を発見
していないので確証はない．次に，この確岩が白亜系だとすると，もともとは三滝火成岩類を不整
合的に被っていた確岩ではないかと考えた．そしてその後の変形の際，ある部分では両者か断層関
係で接するようになり，また三滝火成岩類巾に確岩がゼノリス状に取りこまれている部分は，観察
した露頭面が後生変形の際の一つの変位面で，その部分に白亜系の確岩が構造的にはさまれたとい
う見方をした．しかしながら，三滝火成岩類が，白亜系とみられる篠岩のマトリックスを置換した
ように存在する露頭を観察した事から，全ての事実を総合的に説明するには，三滝火成岩類は変動
に際し，再熔融して再上昇し，低温貫入したという「再勁」の考えをとるのが合理的と考えるに至
った．従って三滝火成岩類は，当時の地表では自食をうけながら，地表下では白亜系中に再動貫入
したものとみられる．　　　　　　　　　　　　　　｀
＊木地域の三滝火成岩類は，帯緑色の圧砕岩で，マイロナイトに近い.quartzに富み, quartz･feldsparな
　どの擁曲，波動消光は甚だしい．長石類の曹長石化，ソシュール石化作用か著しく,biotiteは緑泥石化し
　ている．
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　　以」ﾆのように，凛岩を含む地層が確かに白亜系とすれば，重要な意味をもつものとなろう．
そこ七以上.の可能性についてのより詳しい研究は今後に譲り，ここには以上.のような事実を中心と
して報告するにとどめる．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｖ　　結　　　語
　鳥形山東南麓の泉および大植地区を精査することによって，メインルートによる概査では解らな
かった本地域の複州な地質状態を知ることが出来た．
　とくに，三.沌火成岩類と白亜系（推定）との間に注目すべき事実を観察したので，ここに報告し
た．
　なお波田は，さらに調査範囲を拡大して調査を続けているので，それらの結果については次の機
会に譲る．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文　　　献
　浜田隆士(1959):西南日本外帯ゴトランド系の層序と分帯，地質m,vol. 65, no. 770.
　早瀬一一一・石坂恭一・能田成(1958):いわゆる三滝花田岩類のRb-Sr年令について，地質雑,vol.74,no２.
　早瀬一一・石坂恭一(1967):Rb-Srによる地質年令（Ｉ）西南日本，岩鉱, vol. 58, no. 6.
　平田茂留(1958):四国中部の秩父地帯に関する若干の新事実，地球科学!no.　36.
(1961):四国大野が原島形山地方の地質，地学研究,vol.12, no. 1
石井健一・中川衷三・須鎗和巳・山下昇・市川浩一郎(1955):四国秩父累帯の古生層について，日本地質学
　会関西文部報第26号，西日本支部報第16号合併号．
礒見　m (1959):20万分の１「高知」地質図幅．
市川浩一郎・石井健一・中川衷三・須鎗和巳・山下昇(1956):黒瀬川構造帯，地質雄,vol.62, no. 725.
市川浩一郎(1964):Tectonic Statusof the Honshu Major Beltin Southwest Japan during the Early
　Mesozoic, Jour. Geosci. Osaka City Univ., vol. 8, art 3.
甲藤次郎・川沢啓三(1958):高知県伊野北方の古生界，高知大学学術研究報告５巻，23号．
甲藤次郎・小島丈児・沢村武雄・須鎗和巳(1960):高知県地質鉱産図及び同説明書．
甲藤次郎(1969):高知県の地質，高知市民図書館．
勘米良亀齢(1961):中部ペルム系小崎層，九大理研=報（地質），５巻，４号．
河野義礼・植田良夫(1966):木邦火成岩類のK-A dating（Ｖ），岩鉱,vol.56) no. 5.
松本達郎・勘米良亀齢(1964):日奈久，５万分の１地質図説明書，地質調査所．
宮地貞憲・野田光雄(1965):宮崎県祗園山付近における黒瀬川構造帯の火成岩類と変成岩類，九大教養部地
　学研究報告第12号．
鈴木達夫(1933):7万５千分の１地質図幅「須崎」および同説明書．
冨田　達(1957):EI本列島の基盤を探る，地球科学, no. 32.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔付〕　短　　　報
　　　　　甲藤次郎：高知市万々の高位段丘磯層を切る衝上断層について
　高知市万々に分布する洪積層については，筆者らによる初期の報告（1）があり，さらに最近，本
地区を含む高知市北西部の第四系については，これらをまとめて既刊の本誌に報告した（2）.
　その後，万々付近を再調査中，本洪積層（高位段丘欄層）の北限は，衝上断層によって基盤岩
類（ペルム紀中世の高岡累層および蛇紋岩）と接していることが判明した．この断層は，走向N45
～75°Ｅ，傾斜45～60°Ｎ内外で，露出,地点は，既刊の論文（2）の写真１の人物像より約25m北で
ある．同地点での洪積層はN60°Ｅ ・10°Ｓ，高岡層はN84°Ｅ ・46°Ｎ内外の走向・傾斜を示す．
　この衝上断層を，万々断酒と命名する．なお詳細については後目の機会に譲る.
　〔文献〕（1）甲藤次郎・中村純(1954)植,物生態学会報vol.3, no. 4, (2)満塩博美・甲藤次郎(1966)高
　知大学学術研究報告第15巻，自然科学I，第7号
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